
「日本再生のための戦略に向けて」について（概要）

１．日本再生の必要性

○今回の東日本大震災は、「危機の中の危機」。我が国は、震災前から経済の停滞、社会の閉塞状況という「危機」に直面。

○東日本の復興を支え、震災前から直面していた課題に対応するため、日本再生に向けた取組も再スタートする必要がある。

２．「日本再生のための戦略に向けて」（新成長戦略実現会議 中間的整理）の概要
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○我が国の経済が抱えている諸課題を克服するため、震災発生以降の新成長戦略実現会議における議論を整理し、新たな成長に
向けた戦略の方針を示す。

○秋以降、重点的に議論すべき事項を示し、年内の「日本再生のための戦略」策定につなげる。
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